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「「「「国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学」」」」とはとはとはとは？？？？

�日本のあらゆる文化現象が対象。歴史学、社会学、

政治学、人類学、哲学、文学といった人間諸科学

の多様な分野を学際的に取り組もうという「総合的

日本研究」。

�これらの「日本学」を結びつけ、さらに諸外国の研

究者の参与による国際的性格を付与することで、

「日本学」総体に新たなダイナミックな展開をもたら

すことを目指して、法政大学の提唱の下に立ち上

げられたのが「国際日本学」。
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�「国際日本学」は日本文化をフィールドとする、学

際的であると同時に国際的な、きわめて意欲的

な学問研究の試み(共通性と独自性または地域
性を整理・体系的に論じたい)。

�日本と諸外国における日本研究の諸成果が、よ

り多く直接交流し刺激し合って相互発信し、参照

枠としての「日本学」を活性化させるとともに「文

化」への新たな関心を喚起すると共に、継続発

展可能の社会発展と精神的進化に寄与できる

文化的視座の再構築をしていく。
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「「「「国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学」」」」構築構築構築構築のののの背景背景背景背景

２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀COEプログラムプログラムプログラムプログラム

� COE（（（（center of excellence）＝）＝）＝）＝卓越卓越卓越卓越したしたしたした研究拠点研究拠点研究拠点研究拠点

「我が国の大学に世界最高水準の研究

教育拠点を形成し、研究水準の向上と

世界をリードする創造的な人材育成を

図るため、重点的な支援を行うことを通

じて、国際競争力のある個性輝く大学

づくりを推進することを目的とする」
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21世紀世紀世紀世紀COEプログラムプログラムプログラムプログラムのののの構成概要構成概要構成概要構成概要

�「大学の構造改革の方針」に基づき、平成１４年度（２

００２年）から文部科学省の事業として措置

�２１世紀COEプログラム委員会（独立行政法人大学

評価・学位授与機構、日本私立学校振興・共済事業

団、財団法人大学基準協会の協力により運営）を設

け、補助金に関する審査・評価を実施

�平成２０年（２００８年）度予算は約３９億円
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�採択件数 274／申請件数1395

内訳

・平成１４年度（2002年）→法政大学・国際日本学研究

採択件数 １１３／申請件数４６４

・平成１５年度（2003年）

採択件数 １３３／申請件数６１１

・平成１６年度（2004年）

採択件数２８／申請件数２０

・平成１７年（2005年）以降新規公募は実施なし

21212121世紀世紀世紀世紀COECOECOECOEプログラムプログラムプログラムプログラムのののの採用状況概要採用状況概要採用状況概要採用状況概要
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順順順順 機関名機関名機関名機関名

採択件数採択件数採択件数採択件数

補助金補助金補助金補助金

交付額交付額交付額交付額

合計合計合計合計 2002200220022002年度年度年度年度 2003200320032003年度年度年度年度 2004200420042004年度年度年度年度

1 東京大学 28
件

11 15 2 43
億

3930
万円

2 京都大学 23
件

11 11 1 33
億

7480
万円

3 大阪大学 15
件

7 7 1 24
億

6980
万円

4 名古屋大学 14
件

7 6 1 17
億

8630
万円

5 東北大学 13
件

5 7 1 19
億

5460
万円

6 東京工業大学 12
件

4 5 3 17
億

8060
万円

6 北海道大学 12
件

4 6 2 17
億

5450
万円

6 慶應義塾大学 12
件

5 7 0 17
億

5110
万円

9 早稲田大学 9
件

5 4 0 10
億

3730
万円

10 九州大学 8
件

4 4 0 12
億

6640
万円

11 神戸大学 7
件

1 6 0 13
億

8720
万円

注：上位11大学、平成17年（2005年）以降新規公募は実施なし
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法政大学法政大学法政大学法政大学のののの21世紀世紀世紀世紀COEプログラムプログラムプログラムプログラム

�平成１４年度 人文科学分野

『日本発信の国際日本学の構築』の採択

�「異文化研究としての日本学」「日本文化

の国際性」をテーマに掲げ、本学を中心

とする国内外の著名な研究者が事業推

進にあたっている。

��アジア、中国への重視アジア、中国への重視
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法政大学法政大学法政大学法政大学のののの21世紀世紀世紀世紀COEプログラムプログラムプログラムプログラム

「「「「日本発信日本発信日本発信日本発信のののの国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学のののの構築構築構築構築」」」」

� 「日本」を国際的視野から体系的に見直すことにより、日本文

化研究を通じた国際社会への貢献といったテーマなど、今後

の国際社会における日本・日本人のあり方を再検討し、２１世

紀の国際社会の中で真に貢献できる創造的な人材の育成の

ための研究教育拠点形成を目指す。

�平成１４年に設置された国際日本学研究所、野上記念法政大

学能楽研究所、沖縄文化研究所、平成１６年度にスタートした

大学院国際日本学インスティテュートで、事業に取り組む。

� 事業全体を推進し統括するのが国際日本学研究センター。
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２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀COEのののの継続発展継続発展継続発展継続発展をををを

≪≪≪≪異文化研究異文化研究異文化研究異文化研究としてのとしてのとしてのとしての「「「「日本学日本学日本学日本学」」」」≫≫≫≫

�COEのののの遺産遺産遺産遺産をををを受受受受けてけてけてけて国際日本学研究国際日本学研究国際日本学研究国際日本学研究がががが

≪≪≪≪異文化研究異文化研究異文化研究異文化研究としてのとしてのとしてのとしての「「「「日本学日本学日本学日本学」」」」≫≫≫≫にににに集中集中集中集中

してしてしてして研究研究研究研究をををを進進進進めているめているめているめている。。。。

�２００７２００７２００７２００７年度年度年度年度～～～～０９０９０９０９年度年度年度年度、、、、文部科学省高度化文部科学省高度化文部科学省高度化文部科学省高度化

推進事業推進事業推進事業推進事業（（（（学術学術学術学術フロンティアフロンティアフロンティアフロンティア））））のののの支援支援支援支援をををを受受受受

けているけているけているけている。。。。
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法政大学法政大学法政大学法政大学がががが「「「「国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学」」」」をををを提唱提唱提唱提唱

�背景

日本の人文学は

全体として鎖国状態
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2002年年年年

法政大学法政大学法政大学法政大学「「「「国際日本学研究所国際日本学研究所国際日本学研究所国際日本学研究所」」」」

�世界各所世界各所世界各所世界各所でででで行行行行われているわれているわれているわれている日本学日本学日本学日本学をををを結結結結ぶことをぶことをぶことをぶことを目指目指目指目指

しているしているしているしている。。。。

�２００５２００５２００５２００５年以来年以来年以来年以来、、、、年年年年にににに一度一度一度一度、、、、共通共通共通共通テーマテーマテーマテーマをををを掲掲掲掲げてげてげてげて国際国際国際国際

シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウムをををを実施実施実施実施するなどするなどするなどするなど、、、、主主主主ににににヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパのののの日日日日

本学研究者本学研究者本学研究者本学研究者たちとたちとたちとたちと、、、、自他自他自他自他のののの違違違違いをいをいをいを敢敢敢敢えてえてえてえて意識意識意識意識したしたしたした、、、、

継続的継続的継続的継続的なななな共同研究共同研究共同研究共同研究をををを展開展開展開展開しているしているしているしている。。。。
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国際日本学研究所国際日本学研究所国際日本学研究所国際日本学研究所

四四四四つのつのつのつのサブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクト(2009年年年年までまでまでまで)

１．異文化研究としての「国際日本学」

の構築(理論構築)

２．異文化としての日本(東アジア、中国

中心の日本研究)

３．日本の中の異文化 (沖縄中心)

４．電子図書館システムの構築
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サブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクト①①①①

異文化研究異文化研究異文化研究異文化研究としてのとしてのとしてのとしての「「「「国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学」」」」のののの構築構築構築構築

�異文化研究には、対象となる文化を、異なる

意味コードを跨いで翻訳する作業が不可欠

�国際日本学は、翻訳を新たな価値を生み出

すものとしてみなす

�異文化研究の中心的作業をこの翻訳とみて、

翻訳の積極的意味を、実例を用いて探る
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サブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクト②②②②

異文化異文化異文化異文化としてのとしてのとしてのとしての日本日本日本日本

�中国文化、韓国文化、日本文化について、

相互に異文化としての質の差異を見極める

�同質といわれる東アジアにおいて異質を探

り、異質の文化としての相互理解を模索す

る
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�日本文化については単一性が言われるが、

本当にそうなのか？

�琉球諸島、東北、北海道など日本の辺境地

域に異文化を探り、日本文化が多様で重層

的であることを示す

�内からも異文化研究によって日本研究を開

いていく

サブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクト③③③③

日本日本日本日本のののの中中中中のののの異文化異文化異文化異文化
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サブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクト④④④④

電子図書館電子図書館電子図書館電子図書館システムシステムシステムシステムのののの構築構築構築構築

�それぞれのプロジェクトを支える研究・研究者

情報の共有のデータベースの整備と構築が不

可欠

�例１．北方史総合研究文献目録データベース

�例２．日本古代史関係研究目録データベース
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サブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクトサブプロジェクト

②②②②異文化異文化異文化異文化としてのとしてのとしてのとしての日本日本日本日本

�チーフリーダチーフリーダチーフリーダチーフリーダ 王敏王敏王敏王敏

�東東東東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会(月月月月１１１１回回回回) 開催開催開催開催

�研究論文集研究論文集研究論文集研究論文集(年年年年１１１１冊冊冊冊)のののの発行発行発行発行
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サブサブサブサブ・・・・プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト②②②②ののののコンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

�一一一一つはつはつはつは、外国の日本学研究者（＝他者）の視点を

取り入れて、日本の社会文化をより重層的、多元的

に認識、理解、研究するための「ジャパン・テクノロ

ジー(日本学)」の再構築である。

�もうもうもうもう一一一一つはつはつはつは、他者の視点による「異文化」という観点

から日本の社会文化を再発見・再発掘し、西洋発

のグローバル化に対して地域性の可能性を示し、

文化多様の共生ケースを探りたい。
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サブサブサブサブ・・・・プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト②②②②のののの研究課題研究課題研究課題研究課題

３３３３年計画年計画年計画年計画

� ２００７年度 日本文化への問いかけ及びその解題

…その１ 「外(東アジア)」の視点

� ２００８年度 日本文化への問いかけ及びその解題

…その２ 「内(日本)」の視点

� ２００９年度 日本文化への問いかけ及びその解題

…その３ 「内外の視点を相対的に検

討し、認識の深化を求める」相互学習

の視点
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2010年～2013年・国際日本研究所の企画

国際日本学の方法に基づく＜日本意識＞の再検討

－＜日本意識＞の過去・現在・未来

�学際的かつ国際的な日本文化研究

� アプローチ①「＜日本意識＞の変遷―古代から近世へ」：日

本文学、日本史学、日本思想史学。

� アプローチ②「近代の＜日本意識＞の成立―日本民俗学・

民族学の問題」：民俗学、民族学、文化人類学。

� アプローチ③「＜日本意識＞の現在―東アジアから」：アジ

ア学、日中文化論、異文化コミュニケーション論。

� アプローチ④「＜日本意識＞の三角測量―未来へ」：国際日

本学、文化人類学、哲学、社会学、宗教学。
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�アプローチ③：東アジアというリージョナルな枠組みの中

で、現代における日本文化の可能性と問題点をより明確

にする。ローカル文化の一つである日本文化は東アジア

各地域において、参照枠として、商品・広告・生活様式

などに多様に影響を与え浸透している。結果としてそこ

ではローカル文化の相互浸透を超えて、リージョナルな

東アジア文化としてのハイブリッド化も生じてきている。そ

の実態をも調査し、研究する。

�目的：日中漢文化の間に見え隠れしている相関関係を

浮き彫りにすることで、現代日本文化の東アジアにおけ

る可能性及び貢献の度合いを解明する。
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アプローチ③の自己目標

� 研究目的と方法論：

アプローチ３は、これまで本チームが長年取り組んできた「国際

日本学研究」の一環である「異文化としての日本研究」の確立

とその方法論を活用した、時代の変化に応答できる｢異文化・

外部｣の視点を取り入れる総合的日本研究という主旨に基づき、

これまでの研究姿勢と成果を発揮させていく方向に位置づけら

れる。

異なる文化背景におかれてある日本研究による相互の発見と、

認識、学習、研究が、国家体制の差異などによる異なる価値体

系を知り、学術摩擦の原因を見極め、研究の互恵関係を樹立

し、双方にとっても発展可能のケースを共に培養させていきた

い。「異文化」の「風土」における「日本意識」の再検討と共に、

その建設的貢献の意味を再確認しつつ日中、東アジアへの平

和構築に広く活用できる「応用」型研究を志向するものである。

�
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研究内容研究内容研究内容研究内容：：：：

東東東東アジアアジアアジアアジアのののの変化変化変化変化とととと日本研究日本研究日本研究日本研究にににに求求求求められるめられるめられるめられる対応対応対応対応

～「「「「日本意識日本意識日本意識日本意識」」」」のののの現在現在現在現在にににに据据据据えてえてえてえて～～～～

� ２００９２００９２００９２００９年年年年にににに鳩山政権鳩山政権鳩山政権鳩山政権がががが「「「「東東東東アジアアジアアジアアジア共同体構想共同体構想共同体構想共同体構想」」」」をををを宣言宣言宣言宣言してしてしてして以来以来以来以来、、、、

国内外国内外国内外国内外におけるにおけるにおけるにおける東東東東アジアアジアアジアアジアへのへのへのへの関心関心関心関心がががが一段一段一段一段とととと高高高高まりまりまりまり、、、、結果的結果的結果的結果的にににに東東東東アアアア

ジアジアジアジアにおけるにおけるにおけるにおける「「「「日本意識日本意識日本意識日本意識」」」」のののの検証検証検証検証がががが行行行行われるわれるわれるわれる機会機会機会機会にもつながることにもつながることにもつながることにもつながること

になっているになっているになっているになっている。。。。

� 東東東東アジアアジアアジアアジア地域地域地域地域のののの歴史的歴史的歴史的歴史的・・・・文化的文化的文化的文化的なななな歩歩歩歩みをみをみをみを考考考考えるとえるとえるとえると、、、、まずまずまずまず文化圏文化圏文化圏文化圏とととと

してしてしてして定義定義定義定義されたされたされたされた古典東古典東古典東古典東アジアアジアアジアアジア、、、、続続続続いていていていて西欧植民地圏西欧植民地圏西欧植民地圏西欧植民地圏としてのとしてのとしてのとしての近近近近

代東代東代東代東アジアアジアアジアアジア、、、、さらにさらにさらにさらに第第第第２２２２次大戦後次大戦後次大戦後次大戦後のののの冷戦冷戦冷戦冷戦によってによってによってによって分断分断分断分断されたされたされたされた東東東東アアアア

ジアジアジアジアになるになるになるになる。。。。そしていまそしていまそしていまそしていま、、、、グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化のもとでのもとでのもとでのもとで平和的平和的平和的平和的・・・・発展的発展的発展的発展的なななな

東東東東アジアアジアアジアアジア再構築再構築再構築再構築のののの段階段階段階段階をををを迎迎迎迎えてきたえてきたえてきたえてきた。。。。

� 本研究本研究本研究本研究はははは現在現在現在現在というというというという時間軸時間軸時間軸時間軸にににに据据据据えてえてえてえて、、、、東東東東アジアアジアアジアアジアにおけるにおけるにおけるにおける日本意日本意日本意日本意

識識識識のののの輪郭輪郭輪郭輪郭をををを垣間見垣間見垣間見垣間見つつつつつつつつ、、、、そこからそこからそこからそこから相互理解相互理解相互理解相互理解へのへのへのへの通路通路通路通路をををを広広広広げようとげようとげようとげようと

するするするする問題提言問題提言問題提言問題提言をををを目指目指目指目指しているしているしているしている。。。。
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２０１０年度の研究内容：

� 2010年年年年ではではではでは、、、、アジアアジアアジアアジア主要国主要国主要国主要国ののののインドインドインドインド、、、、韓国韓国韓国韓国、、、、中国中国中国中国

におけるにおけるにおけるにおける日本意識日本意識日本意識日本意識のののの現状現状現状現状についてについてについてについて、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの

地域地域地域地域をををを代表代表代表代表できるとできるとできるとできると思思思思われるわれるわれるわれる研究者研究者研究者研究者をををを招招招招いていていていて、、、、学学学学

習型研究報告会習型研究報告会習型研究報告会習型研究報告会をををを開開開開いたいたいたいた。。。。そのそのそのその際際際際、、、、現時点現時点現時点現時点におにおにおにお

けるけるけるける各研究者各研究者各研究者各研究者のののの関心関心関心関心テーマテーマテーマテーマをををを中心中心中心中心にににに、、、、研究報告研究報告研究報告研究報告

をしてもらうをしてもらうをしてもらうをしてもらう。。。。さらにそこからさらにそこからさらにそこからさらにそこから参照枠参照枠参照枠参照枠としてのとしてのとしてのとしての日本日本日本日本

意識意識意識意識をををを抽出抽出抽出抽出しししし、、、、認識深化認識深化認識深化認識深化のののの一助一助一助一助となるとなるとなるとなる視点視点視点視点・・・・論点論点論点論点

をををを整理整理整理整理してみたしてみたしてみたしてみた。。。。
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2010年度の収穫

�異異異異なるなるなるなる政治背景政治背景政治背景政治背景ははははそのそのそのその地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける日本意識日本意識日本意識日本意識をををを把握把握把握把握するするするする

ベースベースベースベースであるであるであるである

� ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパをををを参照枠参照枠参照枠参照枠にににに浮浮浮浮かんできたものかんできたものかんできたものかんできたもの：：：：東東東東アジアアジアアジアアジア地域地域地域地域にににに儒儒儒儒

教的価値基準教的価値基準教的価値基準教的価値基準のののの実在実在実在実在

�地域発展地域発展地域発展地域発展をををを目指目指目指目指すすすす研究形態研究形態研究形態研究形態のののの可能性可能性可能性可能性

�経済経済経済経済「「「「格差格差格差格差」」」」のののの動力動力動力動力というというというという特徴特徴特徴特徴

�日本の自己認識が重要

�日中日中日中日中のののの文化関係文化関係文化関係文化関係をををを反映反映反映反映させているさせているさせているさせている台湾台湾台湾台湾のののの研究研究研究研究成果成果成果成果

�日本意識日本意識日本意識日本意識のののの変容変容変容変容にににに注目注目注目注目

�東東東東アジアアジアアジアアジアのののの共通思考共通思考共通思考共通思考はははは根強根強根強根強いいいい
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課題として

�東東東東アジアアジアアジアアジアをををを根幹根幹根幹根幹にににに据据据据えたえたえたえた多岐多岐多岐多岐にわたるにわたるにわたるにわたる調査報告調査報告調査報告調査報告によりによりによりにより、、、、あらあらあらあら

ためてためてためてためて日本日本日本日本ととととアジアアジアアジアアジアのののの相違点相違点相違点相違点、、、、価値判断基準価値判断基準価値判断基準価値判断基準のののの違違違違いがいがいがいが認識認識認識認識

させてくれたさせてくれたさせてくれたさせてくれた。。。。一方一方一方一方、、、、例例例例えばえばえばえば東東東東アジアアジアアジアアジア文化圏発展文化圏発展文化圏発展文化圏発展のののの鍵鍵鍵鍵をををを握握握握るるるる

「「「「漢字漢字漢字漢字」」」」一一一一つをとってみてもつをとってみてもつをとってみてもつをとってみても、、、、いまやいまやいまやいまや強力強力強力強力なななな統一要因統一要因統一要因統一要因としてとしてとしてとして働働働働

きききき始始始始めているめているめているめている。。。。古来漢字古来漢字古来漢字古来漢字をををを吸収吸収吸収吸収したしたしたした教養教養教養教養、、、、歴史歴史歴史歴史、、、、生活生活生活生活などがなどがなどがなどが、、、、

東東東東アジアアジアアジアアジアにににに普遍的普遍的普遍的普遍的にににに内在内在内在内在することをもすることをもすることをもすることをも再認識再認識再認識再認識させてくれたさせてくれたさせてくれたさせてくれた。。。。

� グローバルグローバルグローバルグローバルなななな時代時代時代時代をををを迎迎迎迎えたいまえたいまえたいまえたいま、、、、東東東東アジアアジアアジアアジアのののの共通性共通性共通性共通性とととと西洋的西洋的西洋的西洋的

価値価値価値価値をどうをどうをどうをどう共存共存共存共存させていくかがさせていくかがさせていくかがさせていくかが今後今後今後今後のののの課題課題課題課題となるであろうとなるであろうとなるであろうとなるであろう。。。。まままま

たたたた、、、、日本的価値日本的価値日本的価値日本的価値とととと東東東東アジアアジアアジアアジア諸国諸国諸国諸国とのとのとのとの共有問題共有問題共有問題共有問題もももも真剣真剣真剣真剣にににに取取取取りりりり

組組組組まなければならないまなければならないまなければならないまなければならないであろうであろうであろうであろう。。。。
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２０１１年度の研究内容：

急速に変化する中国社会を具体的な実例として、

「日本意識」の過去・現在・未来に関する調査・分析

を行う。より現実社会に即した研究成果を重視し、

フィールドワークに基づく調査と最新事情の分析を

研究における最大の特徴とする。

� ２０１１年度の研究会報告者及びテーマを具体的に：

中国・南開大学日本研究院の創始者楊棟梁教授主編、世

界知識出版社に発刊されている『日本現代化歴程研究叢

書』全１０巻をテキストに、学内外の研究者に一冊づつの査

読を担当し、その内容を総述、整理、日本研究者の研究成

果との比較を並行して報告していく。
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■■■■報報報報 告告告告 ：：：： 馬場馬場馬場馬場 公彦公彦公彦公彦（（（（ババババババババ キミヒコキミヒコキミヒコキミヒコ））））

（（（（株式会社岩波書店株式会社岩波書店株式会社岩波書店株式会社岩波書店 編集局副部長編集局副部長編集局副部長編集局副部長））））

■■■■日日日日 時時時時 ：：：： 2011201120112011年年年年 7777月月月月 27272727日日日日（（（（水水水水）））） 18181818：：：：00 00 00 00 ～～～～ 20202020：：：：00000000

■■■■会会会会 場場場場 ：：：： 法政大学市法政大学市法政大学市法政大学市ヶヶヶヶ谷谷谷谷キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス 58585858年館年館年館年館2222階階階階 国際日本学研究所国際日本学研究所国際日本学研究所国際日本学研究所セミナーセミナーセミナーセミナー室室室室

■■■■司司司司 会会会会 ：：：： 王王王王 敏敏敏敏 （（（（法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所 教授教授教授教授））））

■■■■ 申込方法申込方法申込方法申込方法：：：： 下記下記下記下記アドレスアドレスアドレスアドレスのののの申込専用申込専用申込専用申込専用フォームフォームフォームフォームからおからおからおからお申込申込申込申込みくださいみくださいみくださいみください。。。。

PCPCPCPC用用用用 https://www.hosei-web.jp/fm/10120.html 携帯用携帯用携帯用携帯用QRQRQRQRコードコードコードコード

法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所 戦略的研究基盤形成支援事業戦略的研究基盤形成支援事業戦略的研究基盤形成支援事業戦略的研究基盤形成支援事業「「「「国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学のののの方法方法方法方法にににに基基基基づくづくづくづく〈〈〈〈日本意識日本意識日本意識日本意識〉〉〉〉のののの再検討再検討再検討再検討－－－－〈〈〈〈日本意識日本意識日本意識日本意識〉〉〉〉のののの過去過去過去過去・・・・現在現在現在現在・・・・未来未来未来未来」」」」研究研究研究研究アプローチアプローチアプローチアプローチ③③③③ 「「「「〈〈〈〈日本意識日本意識日本意識日本意識〉〉〉〉のののの現在現在現在現在－－－－東東東東アジアアジアアジアアジアからからからから」」」」
201201201201１１１１年年年年 第第第第４４４４回回回回 東東東東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：法政大学国際日本学研究法政大学国際日本学研究法政大学国際日本学研究法政大学国際日本学研究センターセンターセンターセンター事務室事務室事務室事務室
E-mail： nihon@hosei.ac.jp TEL： 03-3264-9682 FAX： 03-3264-9884

http://aterui.i.hosei.ac.jp/

対日警戒論対日警戒論対日警戒論対日警戒論のののの歴史的脈絡歴史的脈絡歴史的脈絡歴史的脈絡をたどるをたどるをたどるをたどる

――――米慶余米慶余米慶余米慶余『『『『日本近現代外交史日本近現代外交史日本近現代外交史日本近現代外交史』』』』をををを読読読読むむむむ――――

（（（（報告概要報告概要報告概要報告概要））））

該著は幕末維新から現代まで，日本政府の公式資料に依拠して，客観的に日本の対外政策決定過程を跡づけようとした労作である。

全１５章のうち戦前・戦中を９章が，戦後を６章が占め，戦後については著者以外からの初稿から成るものであるが，視点はほぼ一貫

している。本書は日本の対外政策の範囲を東アジアに限定しており，ヨーロッパ・アフリカ・ラテンアメリカなどの地域についての外交に

ついてはほとんど論及されていない（著者もそのことを後記で断っている）。そのことで，戦前・戦中においては東アジア（とりわけ中国）

に対する拡張主義・植民地主義・対外侵略の政策決定過程を明らかにすると言う視点が明白に打ち出されている。戦後においては，

東アジアに対する善隣友好外交を打ち出しながら対米同盟基軸による大国化路線が顕著になっていく政治過程を明らかにしようとして

いる。本書を通して，日本の「大国化」に伴う対日警戒論の文脈の形成と変容の歴史的過程が，おのずと浮かび上がってくるように読

める。報告会ではいくつかの歴史叙述の事例を取り上げ，依拠した文書・先行研究や論述の流れを踏まえながら，現代の中国歴史学

において日本政治をどのように評価しているのか，その特質について論じてみたい。
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東東東東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会のののの一端一端一端一端としてとしてとしてとして

日中相互学習日中相互学習日中相互学習日中相互学習をををを目指目指目指目指しししし、、、、学術交流学術交流学術交流学術交流のののの進化進化進化進化がががが期待期待期待期待できるできるできるできる活動活動活動活動

としてとしてとしてとして、、、、２００６２００６２００６２００６年年年年７７７７月月月月からからからから日中文化研究会日中文化研究会日中文化研究会日中文化研究会（（（（2007200720072007年年年年10101010月月月月かかかか

らららら東東東東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会にににに改名改名改名改名））））をををを50505050数回開催数回開催数回開催数回開催したしたしたした。。。。
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法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所 2006

年度年度年度年度 研究会一覧研究会一覧研究会一覧研究会一覧

日程 報告者 肩書き 報告テーマ

第１回

2006.7.3

（月）

李 国棟

広島大学外国語教育研究セ

ンター教授

対称性の創造－詩の世界から娑

婆の浮世へ

第２回

2006.7.22

（土）

三潴 正道 麗澤大学教授

典型事例から探る日中異文化コ

ミュニケーション

第３回

2006.8.23

（水）

西岡康宏 東京国立博物館副館長 中国・日本美術の特質について

第４回

2006.9.12

（火）

スティーヴ

ン・Ｇ・ネ

ルソン

法政大学文学部教授

９世紀の日本と中国

― 藤原貞敏の渡唐に関する記録

から読み取れるもの―

第５回

2006.10.11

（水）

崔世廣

中国社会科学院日本研究所

日本社会文化研究室

日本的社会構造の特徴を探る

――中国的視点から見れば
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第６回

2006.11.1

（水）

高橋優子 文化学園専任講師

日本人と中国人のコミュニケー

ション方略に関する一考察

－謝罪という側面から

第７回

2006.11.29

（水）

楊 暁文

滋賀大学国際センター助教

授

豊子愷と厨川白村－『苦悶の象

徴』の受容をめぐって－

第８回

2006.12.20

（水）

谷中 信一 日本女子大学文学部教授 日本人の伝統倫理観と武士道

第９回

2007.1.24

（水）

玉腰 辰己

早稲田大学大学院アジア太

平洋研究科博士候補生

日中映画交流史のなかの日本映

画人

－川喜多長政と徳間康快の対応

－

第10回

2007.3.24

（土）

植木 雅俊 仏教研究家（東方学院所属）

仏教受容の仕方についての日中

の比較
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法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所 2007

年度年度年度年度 研究会一覧研究会一覧研究会一覧研究会一覧

回数 日時 報告者 肩書 テーマ

第11回

日中

2007.4.25 曹大峰 北京日本学研究中心教授 「対訳コーパスと多文化比較研究

――言語と翻訳の研究例」

第12回

日中

2007.6.20 李廷江 中央大学法学部教授 「中国における日中研究の展開

――日中関係との関連で」

講演会 2007.7.9 加藤周一 「日本文化再訪－多文化主義につ

いて」

第13回

日中

2007.7.25 千石保 財団法人 日本青少年研究所

所長

「日中高校生の生活意識」

第14回

日中

2007.8.8 魏大海 中国社会科学院外国文学研究

所教授

「芥川の『支那遊記』論――章炳

麟とのギャップを中心に」

外国人

客員研

究員研

究会

2007.9.7 楊偉 法政大学国際日本学研究所外

国人客員研究員・四川外語学

院日本学研究所教授

「中国における「惜別」の受容か

ら中日文化を見る」

同上 同上 霍建崗
法政大学国際日本学研究所外国人

客員研究員・中国現代国際研究院

日本研究所助理研究員

「共同体の視点から日中の政治を

見る」
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第15回

日中

2007.9.19 光田明正 桜美林大学孔子学院院長 「漢文明と日本――日中の違

い」

第1回

東ア

2007.10.26 田中優子 法政大学社会学部教授お

よび国際日本学インス

ティテュート教授

「国際江戸学と江戸アジア学

第2回

東ア

2007.11.14 曽士才 法政大学国際文化学部教

授

「日本華僑社会における伝統文

化の再構築と地元との関係」

第3回

東ア

2007.12.12 武井一 東京都立日比谷高等学校 「高校生が第２外国語を学ぶ意

味（韓国語を中心として）――

高校生の視野の拡大と文化理

解」

第4回

東ア

2008.1.25 李文茹 台湾慈済大学 「台湾における日本文学の受容

と研究の現状」
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法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所 2008

年度年度年度年度 研究会一覧研究会一覧研究会一覧研究会一覧

回数 日時 報告者 肩書 テーマ

第１回 2008.4.28

（月）

伊藤亞人氏 琉球大学大学院人文社会

科学研究科教授

「日本社会・日本文化の周縁性と

特異性」

第２回 2008.5.14

（水）

赤坂憲雄氏 東北芸術工科大・同大学

東北文化研究センター所

長

「青潮文化論は可能か」

第３回 2008.6.6

（金）

小倉紀蔵氏 京都大学大学院 人間・

環境学研究科准教授

「２・１・０－東アジアの文化・

文明論的構造」

第４回 2008.7.7

（月）

徐興慶氏 台湾大学文学院日本語文

学系教授

「台湾における日本研究：日本文

化史研究から考える」

第５回 2008.8.1

（金）

小針進 氏 静岡県立大学国際関係学

部教授

「韓流をどう位置づけるか」
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第６回 2008.9.18

（木）

劉 建輝氏 国際日本文化研究セン

ター准教授

「支え合う近代～日中二百年の再

検証～」

第７回 2008.10.10

（金）

辻本雅史氏 京都大学大学院教育学研

究科教授

「思想史研究における『知の伝

達』とメディア―江戸思想を素材

として」

第８回 2008.11.11

（火）

西原春夫氏 アジア平和貢献センター、

早稲田大学名誉教授・元

総長

近代日本のアジア侵略 ―その歴

史背景を大きな近代史の流れの中

でとらえなおす―

第９回 2008.12.3

（水）

代田智明氏 東京大学大学院総合文化

研究科教授

社会主義という資本主義的社会と

資本主義という社会主義的社会

―中国文化と日本文化―

第10回 2009．1.16

(金)

法政大学国際

日本学研究

所・東アジア

出版人会議

基調講演、市村弘正・法

政大学法学部教授

参加者は、報告者を含め

て30人余

東アジア読書共同体の構築は可能

か？
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法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所

2009年度年度年度年度 研究会一覧研究会一覧研究会一覧研究会一覧

回数 日時 報告者 肩書 テーマ

第１回 2009.4.22

（水）

岡本真佐子氏 桐蔭横浜大学スポーツ健康

政策学部教授

国際文化交流の評価研究―異文化理

解の手がかりとして―」

第２回 2009.5.19

（火）

佐藤保 氏 お茶の水女子大学名誉・

学校法人二松学舎顧問

漢文力と日本の近代

第３回 2009.6.12

（金）

藤井省三 氏 東京大学文学部教授 東アジアにおける「阿Ｑ」像の系

譜：夏目漱石、魯迅そして村上春樹

第４回 2009.7.7

（火）

周 程 氏 早稲田大学孔子学院副院長、

留学センター客員准教授

中国は日米を追い越すか？―科学技

術力視点から見る中国発展の可能性

第５回 2009.8.4

（火）

王秀文 氏 大連民族学院学術委員会副

委員長、国際言語文化研究

センター長

文化の特質と異文化コミュニケー

ションの必要性

－共生・共存・共栄の国際社会

第６回 2009.8.20

（木）

謝 宗睿 氏 法政大学国際日本学研究外

国人客員研究員、中国国務

院発展研究センターヨー

ロッパ・アジア社会発展研

究所助理研究員

日中交流の新世代・「８０後」

～『ほんとうは日本に憧れる

中国人』の検証～
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事例 2008年度年度年度年度 東東東東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会概要概要概要概要

�第第第第１１１１回東回東回東回東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

�テーマ：「日本社会・日本文化の周縁性と特異性」

�報告者：伊藤 亞人 氏 （琉球大学大学院人文社会科学研

究科教授）

�日 時：2008年4月28日（月）18時30分～20時30分

�場 所：58年館 2階 国際日本学研究所セミナー室

�司 会：王 敏 （法政大学国際日本学研究所教授）
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� 第第第第３３３３回東回東回東回東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

�テーマ：「２・１・０－東アジアの文化・文明論的構造」

�報告者：小倉 紀蔵 氏

（京都大学大学院 人間・環境学研究科准教授）

�日 時：2008年６月６日（金）18時30分～20時30分

�場 所：市ヶ谷キャンパス

５８年館２階国際日本学研究所セミナー室

�司 会：王 敏（法政大学国際日本学研究所教授）
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� 第第第第４４４４回東回東回東回東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

�テーマ：

「台湾における日本研究：日本文化史研究から考える」

�報告者：徐 興慶 氏

（台湾大学文学院日本語文学系教授）

�日 時：２００８年７月７日（月）18時30分～20時30分

�場 所：市ヶ谷キャンパス

ボアソナードタワー２５階Ｂ会議室

�司 会：王 敏（法政大学国際日本学研究所教授）
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� 第第第第５５５５回東回東回東回東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

�テーマ：「韓流をどう位置づけるか」

�報告者：小針 進 氏

（静岡県立大学国際関係学部教授）

�日 時：2008年８月１日（金）18時30分～20時30分

�場 所：市ヶ谷キャンパス

ボアソナードタワー26階A会議室

�司 会：王 敏（法政大学国際日本学研究所教授）
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� 第第第第７７７７回東回東回東回東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

�テーマ：「思想史研究における『知の伝達』とメディア

―江戸思想を素材として」

�報告者：辻本 雅史 氏

（京都大学大学院教育学研究科教授）

�日 時：２００８年１０月１０日（金）18時30分～20時30分

�場 所：市ヶ谷キャンパス

ボアソナード・タワー２５階Ｂ会議室

�司 会：王 敏（法政大学国際日本学研究所教授）
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� 第第第第８８８８回東回東回東回東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

�テーマ：近代日本のアジア侵略

―その歴史背景を

大きな近代史の流れの中でとらえなおす―

�報告者：西原 春夫 氏

（アジア平和貢献センター理事長、

早稲田大学名誉教授・元総長）

�日 時：２００８年１１月１１日（火） 18:30～20:30

�場 所：法政大学市ヶ谷キャンパス ８０年館７階大会議室１

�司 会：王 敏（法政大学国際日本学研究所教授）
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� 第第第第９９９９回東回東回東回東アジアアジアアジアアジア文化研究会文化研究会文化研究会文化研究会

�テーマ：社会主義という資本主義的社会と

資本主義という社会主義的社会

ー中国文化と日本文化ー

�報告者：代田智明 氏

（東京大学大学院総合文化研究科教授）

�日 時：２００８年１２月３日（水） 18:30～20:30

�場 所：法政大学市ケ谷キャンパス

ボアソナードタワー２６階Ａ会議室

�司 会：王 敏（法政大学国際日本学研究所教授）
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国際日本学研究叢書

� 外国人の能楽研究

� 国際日本学の構築に向けて

� 東アジア共生モデルの構築と異文化研究－文化交流とナショナリ

ズムの交錯－

� いくつもの琉球・沖縄像

� 相互理解としての日本研究‐日中比較による新展開

� 日本学とは何か―ヨーロッパからみな日本研究、日本から見た日

本研究―

� 国際日本学―ことばとことばを越えるもの―

� 能の翻訳―文化の翻訳はいかにして可能か―

� 中国人の日本研究―相互理解のための思索と実践―など



55

中国中国中国中国におけるにおけるにおけるにおける日本研究日本研究日本研究日本研究をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした

研究論文叢書研究論文叢書研究論文叢書研究論文叢書のののの出版出版出版出版
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�★２００２年以来の研究物 ・本チームの成果として

『『『『国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学』』』』第第第第１１１１号号号号

（（（（法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所、、、、200200200200３３３３年年年年3333月月月月））））

①①①①『『『『相互理解相互理解相互理解相互理解としてのとしてのとしてのとしての日本研究日本研究日本研究日本研究――――――――日中比較日中比較日中比較日中比較のののの新展開新展開新展開新展開』』』』

（（（（法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所、、、、2007200720072007年年年年））））

②②②②『『『『国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学』』』』第第第第4444号号号号

（（（（法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所、、、、2007200720072007年年年年3333月月月月））））

③③③③『『『『国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学』』』』第第第第5555号号号号

（（（（法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所、、、、2007200720072007年年年年4444月月月月））））

④④④④『『『『日本文化日本文化日本文化日本文化へのへのへのへの問問問問いかけいかけいかけいかけ――――――――事例調査及事例調査及事例調査及事例調査及びびびび調査集計結果調査集計結果調査集計結果調査集計結果』』』』

（（（（未公開未公開未公開未公開・・・・2007200720072007年年年年4444月月月月））））
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⑤⑤⑤⑤国際日本研究叢書国際日本研究叢書国際日本研究叢書国際日本研究叢書

『『『『中国人中国人中国人中国人のののの日本観日本観日本観日本観とととと日本研究日本研究日本研究日本研究――――――――相互理解相互理解相互理解相互理解としてのとしてのとしてのとしての日本研究日本研究日本研究日本研究』』』』

（（（（法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所、、、、2008200820082008年年年年））））

⑥⑥⑥⑥『『『『国際日本学国際日本学国際日本学国際日本学』』』』第第第第６６６６号号号号

（（（（法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所法政大学国際日本学研究所、、、、2008200820082008年年年年４４４４月月月月））））

⑦⑦⑦⑦【【【【国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書9999】】】】

『『『『中国人中国人中国人中国人のののの日本研究日本研究日本研究日本研究————————相互理解相互理解相互理解相互理解のためののためののためののための思索思索思索思索とととと実践実践実践実践————————』』』』

⑧⑧⑧⑧【【【【国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書10101010】】】】

『『『『異文化異文化異文化異文化としてのとしてのとしてのとしての日本研究日本研究日本研究日本研究————————内外内外内外内外のののの視点視点視点視点のののの交差交差交差交差————————』』』』

(2009(2009(2009(2009年年年年8888月月月月刊行刊行刊行刊行) ) ) ) 
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� ⑨【国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書１１１１１１１１】】】】

『『『『異文化研究異文化研究異文化研究異文化研究としてのとしてのとしてのとしての

日本学日本学日本学日本学』』』』 ２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年４４４４月月月月

� ⑩⑩⑩⑩【【【【国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書１１１１３３３３】】】】

『『『『転換期転換期転換期転換期におけるにおけるにおけるにおける日中関係論日中関係論日中関係論日中関係論

のののの最前線最前線最前線最前線』』』』 ２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年１２１２１２１２月月月月

●⑪●⑪●⑪●⑪【【【【国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書国際日本学研究叢書１５１５１５１５】】】】

『『『『地域研究地域研究地域研究地域研究としてのとしてのとしてのとしての日本研究日本研究日本研究日本研究

――――アジアアジアアジアアジアのののの現在現在現在現在』』』』

２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年１０１０１０１０月予定月予定月予定月予定
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【市販された刊行物】

� 『日中文化の交差点』（三和書籍、２００７年４月）

� 『中国人の日本観』(三和書籍、２００９年８月)

� 『東アジアの日本観——文学、信仰、神話などの文化比較を

中心に』

(三和書籍、２００９年)
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『転換期における日中関係論の最前線ー中国

トップリーダーの視点』

三和書籍 2011年2月
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刊行物の事例紹介

【国際日本学研究叢書9】目次

『中国人の日本研究

——相互理解のための思索と実践——』

目次

コンセプト 王敏

Ⅰ 中国における日本研究の概略

中国の日本研究——回顧と展望——

李玉（翻訳：坂部晶子）

中国の日本史研究——日本研究論者の統計的分析を中心に——

李玉（翻訳：坂部晶子）

現代中国における日本文学の紹介——日本文化の一環として——

王敏



66

Ⅱ 時代を追う日本観の変容

唐栄詩人の「日本」の想像

葉国良（翻訳：林恵子）

近代における中国人の日本観の変遷

王暁秋（翻訳：王雪萍）

日本留学時期の周恩来の日本観——『周恩来旅日日記』を手がかりに

胡鳴

近代文化論から見た李春生の日本観

——『主津新集』と『東遊六十四日随筆』を中心に 徐興慶

２０世紀１０—２０年代中国の教科書に見る日本像

——民国臨時政府——南京政府成立まで—— 徐氷

中国映画の中の日本人像

孫雪梅（翻訳：玉腰辰巳）
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Ⅲ 受容された日本の文学と言語

中国近代文学の発生と発展における中日関係——文化交流から生存体験まで（概
要）——

李怡（翻訳：及川淳子）

清末民初における日本語文学漢訳題材の特徴を論じる

付建舟（翻訳：小池陽）

五四時期の小詩による俳句の取り込みについての総論

羅振亜（翻訳：金澤妙）

「憂い顔の童子」―森に住む孤独の騎士

許金龍（翻訳：石岡陶子）

僑詞の帰順と近代中日文化の相互作用——「衛生」、「物理」、「小説」を例に——

馮天瑜（翻訳：及川淳子）
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Ⅳ 日中文化研究

新しい日本と新しい中国とを結ぶべき紐——陶晶孫『日本への遺書』を読
む——

楊剣龍（翻訳：孫軍悦）

新渡戸稲造と日本の文化外交

劉岸偉

中国人の日本における国際理解に関する研究

楊暁文

「変節」に寛容な日本的現象——「変節」「転向」考察その１——王敏

転向と向き合う作家・辻井喬論——「変節」「転向」考察その２——王敏
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研究活動紹介：内外研究機関との

提携、相互学習

� アンドレアンドレアンドレアンドレ・・・・クラインクラインクラインクライン氏氏氏氏のののの研究所訪問研究所訪問研究所訪問研究所訪問

� ２００９２００９２００９２００９年年年年５５５５月月月月２９２９２９２９日日日日（（（（金金金金））））

フランス、アルザスの古都コルマール近郊キーンツハイムにある

アルザス欧州日本学研究所（CEEJA）所長アンドレ・クライン氏が
法政大学国際日本学研究所（HIJAS）を訪問。
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�王王王王 秀文教授秀文教授秀文教授秀文教授のののの研究所訪問研究所訪問研究所訪問研究所訪問

�中国の大連民族学院（大学）国際言語文化研究センター長

である王秀文氏が、２００９年４月２２日に本学を訪問
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� ローザローザローザローザ・・・・カーロリカーロリカーロリカーロリ教授教授教授教授のののの法政大学訪問法政大学訪問法政大学訪問法政大学訪問

� イタリアのカ・フォスカリ大学東アジア研究所副教授のロー

ザ・カーロリ氏が、２００９年３月１６日に本学を訪問
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� サイエドサイエドサイエドサイエド・・・・ＲＲＲＲ・・・・アーメリーアーメリーアーメリーアーメリー教授教授教授教授のののの法政大学訪問法政大学訪問法政大学訪問法政大学訪問

� イラン・テヘラン大学副学長、大学院世界研究科長のサイエ

ド・レザー・アーメリー氏が２００９年２月２４日、本学を訪問
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� ジョーンジョーンジョーンジョーン・・・・ピジョーピジョーピジョーピジョー教授教授教授教授のののの研究所訪問研究所訪問研究所訪問研究所訪問

� 2008年6月23日（月），南カリフォルニア大学教授で日本古
代史研究のジョーン・ピジョー（Joan R. Piggott）教授を法政

大学国際日本学研究所にお迎えした
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以上が国際日本学研究の一環としての

サブ・プロジェクト②の研究活動報告である

「日本文化への問いかけと解題」を目標に模索、一歩

ずつ積み上げていこうという発展途上にある
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謝謝！

王敏


